
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２２日、東地申５６号 2022年３月ダイヤ改正等についての申し入れ【東京総合車両センター

田町派出】団体交渉を行いました。そして職場の声を支社に届けてきました。 

交渉では４項目について議論しました。そのなかでは要員の確保や教育に

ついて訓練や勉強会の開催などを確認してきました。また全般清掃の時間に

ついては JETSがトライアルを行い検証するので、その後に議論すること

を引き出してきました。 

 今回の交渉では職場の現実を具体的に伝え議論し、何点かについて確認し

てきました。今後は交渉での確認事項を現場で実現させていくことが課題と

なります。支部はもれからも職場の現実を把握し発信していきます。そして

より良い制度と施策の実現を目指します。 
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制度も施策も担うのは現場の社員だ！ 

より良い制度と施策をねりあげよう！ 

～申し入れ事項～ 

１．田町派出所で３月に定年退職者が発生するが、どのように要員を養成、補充していくのか明らかにす

ること。 

２．今回のダイヤ改正からＥ６５７系の定期的な仕業検査や構内作業が無くなるが、臨時作業が発生した

場合に対応できるよう定期的な訓練を行うこと。 

３．平日１８４５Ｅについて、現在より出区時間が早くなり作業時間が短くなることから、全般清掃の作

業時間を確保すること。 

４．異常時、指令より常磐線および東海道線の運用パターンを使用して運転整理を行うが、運用パターン

を現場へ周知すること。また、指令・品川駅輸送本部・田町派出所と異常時における勉強会をおこな

うこと。 


